
s
o
p
a
n
d
a
n
a
v
i
j
n
a
n
a

(
佐

々
木
)

s
o
p
a
d
a
n
a
v
i
j
n
a
n
a

佐

々

木

容

道

小
論

で
私
は
、
初
期
唯
識
思
想

に
於

け

る
a
s
l
f
j
s

<有
取
識
>

に
つ
い
て

考
察

し
、
s
o
f
a
p
o
f
f
s
l
か

ら
a
d
a
n
a
v
j

や
a
l
y
a

v
i
j
n
a
n
a

へ
の
発
展

を
示
す

と
思

わ
れ
る
諸
要
素

を
提
示

し
て
み
た
い
。

そ

こ

で
最
初
に
、

「倶
舎
論
」

の
称
友
註

に
引
用
さ
れ
る
阿
含
経
典

を

見

る

と
、

そ

こ
に

は
、

(
p
a
n
c
a
 
b
i
j
a
j
a
 
b
h
i
k
s
a
v
 
s
o
p
a
d
 
v
i
j
n

e
t
a
d
 
a
d
h
i
v
a
l

)

と
、
s
o
p
-
v
i
j
n
a

が
四
識
住

と
共

に
記

さ

れ

て
い
る
。

こ
れ
に
相
当
す
る
経
典

は
、
相
応
部

と
雑
阿
含

の
内

に
見

い
出

さ
れ

る

が
、

(
i
m
e
 
c
a
t
t
a
r
o
 
a
h
a
r
a
 
t
a
l
a
s
 
s
l
a
f

…
…
)
と

い
う
十

二
支
縁
起
に
関
す
る
教
理

に
基
く
為

か
、
前
者
の
場
合
、
(
s
e
y
a
t

d
a
t
t
h
a
l
)
と
、
s
a
h
a「有
食
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
「倶
舎
論
」
中
の
賢
聖
品
や
世
間
品
に
は
、
右
の
経
典
に
基
く

s
o
p
a
f
l

の
叙
述
が
あ
り
、
「阿
毘
達
磨
発
智
論
」
に
も
、
右
の
経

典
を
踏
ま
え
て
、
「根
者
喩
有
取
識
。
地
界
者
喩
四
識
住
。
如
世
尊
説
。
五
種

子
者
。
顕
有
取
識
。
地
界
者
。
顕
四
識
住
。
…
…
諸
阿
羅
漢
。
於
四
識
住
中
。

無
牽
後
有
有
取
之
識
。」
と
、
有
取
識
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

か

ら
、
s
o
p
a

な
る
識

は
、

四
識
住

と
共
に
在

っ
て
後
有
を
牽

く

否
定

さ

る

べ
き
存
在

で
あ
る
事

が
判

る
。

と

こ
ろ
で
、

こ
の
有

取
識

が

「喩
伽

師
地
論
」
中

の
摂
事
分
に
記
さ
れ
る
事

は
注
目
に
値

す
る
。

と
言

う
の
は
、

元

の
雑
阿
含

の
構
成
に
従
う
と

い
う

こ
の

摂
事
分
は
、
長

い
論
述

に
も
関

わ
ら
ず
、

ア
ー

ラ
ヤ
識
な
ど
に
関
す
る
発
展
し

た
識
論
を
含

ま
ず
、
従

っ
て
、
摂
事

分
中

の
識
論

の
考
察
は
、

唯
識
思
想

の
新

し

い
要
素

の
解
明
に
役

立

つ
と
思

う
か
ら

で
あ

る
。

そ

こ
で
摂

事
分

を

見

る

と
、
s
o
f
s
 

(
l
e
n
 
p
a
 
d
a
n
 
b
c
a
s
 
p
a

)
は

d
a
n…
…
)

な
ど
、

四
識
住

と
共
存
す

る
放
棄
さ
る

べ
き
存
在
と
し
て
述

べ

ら

れ

て
い
る
。

更
に
摂
事

分
に
は
、
「
有
取
」

と

い
う
語
は
用

い
ら
れ

な

い
も

の

の
、
右

の
経
典

に
依
拠

し
た
、

四
識

住
と
共
な
る
識
に
関
す
る
論
述

が
為
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
例

を
次

に
二

つ
挙

げ

る
。

(
a
)
(
n
o
n
 
m
o
n
s
 
p
a
 
s
a
 
b
o
n

(
1
)

(
2
)

p
h
y
i
r
 
r
l
a
n
 
p
a
r
 
b
y
e
d
 
p
a
 
n
i
 
n
o

＼＼)
「
煩
悩

の
種

子

を
具
有

す

る
識
が
因
で
あ
る
。
畑

の
如

き
四
識

住
と
、

こ
の
喜
食
に
よ

っ
て
、
識

が
あ

れ
こ
れ

の
生

〔
所
〕

に
結

生
す

る
よ

う

に

愛
着

す

る

事

と

が
縁

で

あ

る
。
」
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p
a
r
 
g
r
u
b
 
p
a
r
 
g
y
u
r

＼)
「識
は
汚
染
さ
れ
、
〔四
〕
識
住
に
住
し
て
、

未
来
の
後
有
の
種
子
の
仕
方
で
生
ず
。
生
じ
て
か
ら
、
後
者
の
生
な
ど
の
苦
が

生
じ
る
事
に
な
る
。」

こ
の
内

<a
>
で
、
上
述
の
経
典
の

「種
子
の
如
き
識
」
が

「種
子
を
旦
有

す
る
識
」
と
言
い
替
え
ら
れ
て
い
る
事
は
、
「顕
揚
聖
教
論
」
で
、
有
取
識
と
阿

頼
耶
識
が

「云
何
知
有
此
識
。
如
薄
伽
梵
説
。
…
…
又
説
如
五
種
子
。
此
則
名

為
有
取
之
識
。
此
言
顕
有

一
切
種
子
阿
頼
耶
識
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
事
と

共
に
、
種
子
に
関
す
る
教
理
に
発
展
の
あ
っ
た
事
を
示
す
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ

ら
の
資
料
か
ら
、
有
取
識
と
呼
び
う
る
識
が
、
種
子
を
旦
有
し
て
後
有
を
可
能

に
す
る
汚
れ
た
識
で
あ
る
事
が
判
る
。
更
に
こ
の
摂
事
分
で
は
、
四
食
中
の
識

食
の
識
が
、
(
d
i
 
l
t
a
 
s
t
e
 
k
h
a
m
 
g
y
i
s
 
x
a
 
b
a
 
d
a
n
 
b
d
e
 
b
a
 
b
a
r

p
a
o
)
「即
ち
、
段
食
と
、
楽
を
感
受
す
る
有
漏
の
触
と
、
意
思
と
、
感
覚

器
官
の
大
種
を
執
受
す
る
識

〔が
四
〕
で
あ
る
。」
(
t
s
h
e
 
d
i
 
l
a
 
l
u
s
 
d
a
n
 
z
a
s

(
1

)

d
a
n＼
l
e
n
 
p
a
 
d
a
n
 
b
c
a
s
 
b
y
e
d

＼)
「
こ
の
世

で
、
身
体

と

諸
食

中

の
三
種

<段
食

・
触

食

・
意
思
食
>
を
手
段
と
し

て
、
業
と
煩
悩

は
増
大

し
、

後
有

に
資
益
す
る
様

に
、

〔衆
生
は
〕

こ
の
世
で
識
を
、

業
と
煩

悩

と

が
付
随

し
、
取
を
伴

っ
た
様

に
す

る
。
」

と
説
明
さ
れ
る
。

即
ち
識

は
、

有
色
根

を

執

受

す

る

(
u
p
a
d
a
n
す

る
)

と
共

に
、
有
取

(
s
o
p
a

)
に

な

っ
て
後
有

に
資
益
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て

い
る
。

と

こ
ろ
で
、

「
ア
ビ
ダ

ル

マ
サ

ム
ッ

チ
ャ
ヤ
」
に
は
、
十
二
支
縁
起

に
関
連

し
て
、
(
u
p
a
f
s
a
l
 
l
s
l

＼

(
1
)

p
r
a
t
 
c
a
 
b
h
a
v
a
t
i
 
b
h
a
a
s

)
と
、

右

の
摂
事

分

の
記
述

に

類
似

し
た
表
現

が
用

い

ら

れ

て
お

り
、
後
有

(
p
u
n
s
l

)
を
取

る

<
s
a
l

す
る
>
有
取
識

の
存
在

し
た

事
を
推
測
さ

せ
る
。

以
上
の
事

か
ら
、
摂

事
分
に

於

い
て
有
取
識

は
、
有

色
根
を
u
p
a
d
a
n
し
、
後
有
を
可
能

に
し
、

種

子

を

具
有
す

る
汚

れ
た
識
と
な
り
、

更

に
こ
の
識
は
、

「
ア
ビ
ダ

ル

マ
サ

ム
ッ
チ
ャ

ヤ
」
か

ら
推

測

さ

れ

る
様

な
、

後

有

を
a
d
a
n
a
す

る
も

の

に

な

っ
て
、

u
p
a
d
a
nと
a
d
a
n
aの
働

き
を
す

る
a
l
d
f
d
s

が
形
成

さ

れ

た

と
思
わ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、

機
能

的
に
s
o
p
a

は
s
a
l
f

や
a
l
a
y

v
i
j
n
a
n
a

に
類
似
す

る
事

に
な
り
、

名
称
的

に
は
a
s
l
f
s

に
近
く

な

る
。

従

っ
て
、
s
o
p
d
a
n

は
ま
ず
d
k
l
n
a

に
発
展

し
、

そ

の
後
、
愛
着

と
い
う
意
味

の

<
a
l
a
y
a

>

が
識
名

に
用

い
ら
れ
た

と

考

え

る

事

が

で
き
る
。

た
だ

「解

深
密
経
」
や

「
摂
大
乗
論
」
な
ど
か
ら
判

る
様

に
、

阿

陀
那
識
や
阿
頼
耶

識
は
、

六
識

と
は
異
り
六
識

の
依
り
所
と
な
る
、
執

着

の
働

き
を
伴
わ
な

い
識

で
あ
る
。

で
あ

る
か
ら
、

阿
頼
耶
識
や
阿
陀

那
識

の
形
成

に

は
、
有
取
識
に
関
す
る
教
理

の
他

に
、
滅
尽
定
な
ど
無
意
識
状

態
に

つ
い
て
の

考
察

が
関
与
し
、

そ

の
結
果
、

両
識

は
六
識

と
異

る
も

の
と
考
え
ら
れ
、

更

に

「愛
着
、

執
着
」

の
働
き
が

ク
リ
シ

ュ
タ

マ
ナ

ス

<末
那
識
>
価
移

行
し
、

不

可
知
な
u
p
a
d
iと
し

て
現
象

し
種
子
を
且
有
す
る

無
覆
無
記

な

る

阿
頼
耶
識

が
形
成
さ
れ
た

の
で
は
な

い
か
と
思

う
。

以
上
の
点

か

ら

私

は
、
s
o
p
a

v
i
n

に
関
す
る
教
理
が
a
d
a
n

や
a
l
s
a
l

の
形
成

に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

と
考

え
る
。

(
註
略
)

(
京
都
大
学
大
学
院
)

s
o
p
a
d
a
n
a
v
i
j
n
a
n
a

(
佐

々
木

)
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